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文部科学省の調査から、２０２２（令和４）年度の不登校の児童生徒は、全

国の小・中学校で２９万９０４８人で過去最多となりました。前年度比では 

５万４１０８人（２２．１％）増加し、在籍児童生徒に占める割合は３．２％

でした。 

不登校になる理由は「友達関係」「親子関係」「学力不振」「いじめ」等、様々

ありますが、ここ数年は登校する意欲や気力が低下したり、生活リズムが崩れやすくなっ

たり等コロナ禍の影響と思われる要因も見られます。 

児童・生徒にとって、周りにいる大人（教員や保護者）は大きな存在であり、「大切にし

ている」「関心がある」という温かい関わりをしていくことで、子ども達一人一人の自己肯

定感が育つきっかけとなり、自信にもつながります。その中でも温かい言葉かけは、とて

も重要です。「自分のことを分かってくれている」「見ていてくれる」という安心感の中で

こそ、一人一人がもっている力を発揮させることができ、成長につながるものだと考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
悩みや不安を持たれている方、子どもへの対応の仕方や何らかの支援・アドバイスを検

討されている方がいらっしゃいましたら、是非、ご相談いただければと思います。専門の

カウンセラーを紹介します。カウンセラーが直接自宅に行き、お子さんの訪問相談（カウ

ンセリング）もできます。 
電話相談・面接相談・訪問相談受付・ハートフルさんぶ各教室の問い合わせ 

山武郡市教育相談センター℡０４７５-５４-０３６７ 
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＜認める＞ 

頑張ったね 

頑張っているね 

 

＜お礼＞ 

ありがとう 

感謝しているよ 

＜感謝＞ 

○○さんのおかげで 

 

＜褒める＞ 

よくできたね 

さすが すごい

ね 

 

＜肯定する＞ 

あなたのよい所は○○

だね 

 ＜喜ぶ＞ 

嬉しい 助かる 

 

＜ねぎらう＞ 

大変だったね  

つらかったね 

 

＜受け止める＞ 

話聞くよ 

 

＜気遣う＞ 

心配しているよ 

 

＜謝る＞ 

ごめんね 

 


